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磁気励起スペクトルと超伝導対称性
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Fe系の超伝導は、 3d電子の多バンド系で発現していることが、単一バンド系の銅酸化

物の場合との違いとして注目される。むろん、銅酸化物との多くの類似点に注目すれば、

いわゆる£対称性が浮かび上がろうが、多バンド系の特徴が顔を出す場合を考えると、新

規機構の可能性をも視野に入れないと片手落ちと思われる。それには、超伝導機構を直

接的に反映する超伝導対称性を吟味するのがよい。もし、&の対称性が実現していれば、

銅酸化物等ですでに知られた磁気的機構が考えられるので、新規機構の可能性は消える。

一方、 S++対称性が現れる場合には、新規機構の可能性が強まる。単なるフオノン機構だけ

でNdllll系に見られた転移温度花-55Kを説明するのが難しいからである。我々は、この
高いえを持つLnllll系の超伝導対称性がごをかそれとも&かが、新規機構の有無に関し

ての重要な鍵となると考えている。

これらの対称性が反映される物理量として、 (1)たへの非磁性不純物の効果、 (2)

NMR 1/~ におけるコヒーレンスピーク、 (3) 中性子磁気励起スペクトル、に注目して実験を
進め、特に(1)の詳細な研究結果から、主対称性で理解することが困難であることを指摘

してきた。ここでは、 (2)、 (3)の実験のうち、Lallll，Ba(Fe，Co)2As2'さらには

Ca-Fe-Pt-As系について行ってきた中性子非弾性散乱実験結果を中心に紹介し、懸案の
課題に迫ってみるo
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